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【出願番号】特願2003-551180(P2003-551180)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ  32/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ  32/00    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年6月29日(2009.6.29)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水素化末端基を主鎖の一方または両方の末端に有する多環式付加重合体であって、下記
式

【化１】

［式中、Ｒ1～Ｒ4は、独立して、水素、直鎖または分岐鎖（Ｃ1～Ｃ30）アルキル、直鎖
または分岐鎖（Ｃ1～Ｃ24）ハロヒドロカルビル、直鎖または分岐鎖（Ｃ2～Ｃ30）オレフ
ィン、－（ＣＨ2）n－Ｃ（Ｏ）ＯＲ*、－（ＣＨ2）n－Ｃ（Ｏ）ＯＲ、－（ＣＨ2）n－Ｏ
Ｒ、－（ＣＨ2）n－ＯＣ（Ｏ）Ｒ、－（ＣＨ2）n－Ｃ（Ｏ）Ｒ、－（ＣＨ2）n－ＯＣ（Ｏ
）ＯＲ、－（ＣＨ2）n－Ｃ（Ｒ）2－ＣＨ（Ｒ）（Ｃ（Ｏ）ＯＲ**）、－（ＣＨ2）n－（
ＣＲ2）n－ＣＨ（Ｒ）（Ｃ（Ｏ）ＯＲ**）、－（ＣＨ2）n－Ｃ（ＯＲ***）－（ＣＦ3）2

、－（ＣＲ’2）n－Ｏ－Ｒ、または－（ＣＨ2）n－Ｃ（Ｒ）2－ＣＨ（Ｃ（Ｏ）ＯＲ**）2

を表し；ここでＲは水素、直鎖または分岐鎖（Ｃ1～Ｃ10）アルキル、または－（ＣＨ2）

s－ＯＨを表し；Ｒ’は水素またはハロゲンを表し；Ｒ*は酸不安定部分を表し；Ｒ**は独
立してＲまたはＲ*を表し；Ｒ***は－ＣＨ2ＯＲ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲまたは－Ｃ（Ｏ）Ｒを
表し；ｎは０～１０の整数であり；ｍは０～５の整数であり；ｓは１～１０の整数であり
；Ｚは酸素、硫黄、－ＮＲ”－または－（ＣＲ”2）p－を表し、ここでＲ”は水素であり
、ｐは１または２であり、
　Ｒ5～Ｒ8は、独立して、水素、直鎖または分岐鎖（Ｃ1～Ｃ30）アルキル、直鎖または
分岐鎖（Ｃ2～Ｃ30）オレフィン、－（ＣＨ2）n－Ｃ（Ｏ）ＯＲ*、－（ＣＨ2）n－Ｃ（Ｏ
）ＯＲ、－（ＣＨ2）n－ＯＲ、－（ＣＨ2）n－ＯＣ（Ｏ）Ｒ、－（ＣＨ2）n－Ｃ（Ｏ）Ｒ
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、－（ＣＨ2）n－ＯＣ（Ｏ）ＯＲ、－（ＣＨ2）n－Ｃ（Ｒ）2－ＣＨ（Ｒ）（Ｃ（Ｏ）Ｏ
Ｒ**）、－（ＣＨ2）n－（ＣＲ2）n－ＣＨ（Ｒ）（Ｃ（Ｏ）ＯＲ**）、－（ＣＲ’2）n－
Ｏ－Ｒ、または－（ＣＨ2）n－Ｃ（Ｒ）2－ＣＨ（Ｃ（Ｏ）ＯＲ**）2を表し；ここでＲは
水素または直鎖または分岐鎖（Ｃ1～Ｃ10）アルキルを表し；Ｒ’は水素またはハロゲン
を表し；Ｒ*は酸不安定部分を表し；Ｒ**は独立してＲまたはＲ*を表し；ｎは０～１０の
整数であり；ｍは０～５の整数であり；Ｚは酸素、硫黄、－ＮＲ”－または－（ＣＲ”2

）p－を表し、ここでＲ”は水素であり、ｐは１または２である］
によって表される繰返し単位のうちの１種以上から選択される繰返し単位を含んでなる、
前記重合体。
【請求項２】
　Ｚがメチレンである、請求項１に記載の重合体。
【請求項３】
　前記ハロヒドロカルビル基が、Ｘ”が独立してフッ素、塩素、臭素およびヨウ素から選
択され、そしてｒが１～２０の整数である式ＣrＸ”2r+1によって表される、請求項１ま
たは２に記載の重合体。
【請求項４】
　前記繰返し単位が、下記式
【化２】

［式中、ｎは０～１０の整数であり、そしてＲ***は請求項１に定義されたとおりである
］
によって表される、請求項１に記載の重合体。
【請求項５】
　酸不安定ペンダント基を有する多環式繰返し単位を含む、請求項１～４のいずれか１項
に記載の重合体。
【請求項６】
　Ｒ1～Ｒ8のうちの少なくとも１つが、式－（ＣＨ2）n－Ｃ（Ｏ）ＯＲ*によって表され
る基から選択され、そしてＲ*は請求項１に定義されたとおりである、請求項１～５のい
ずれか１項に記載の重合体。
【請求項７】
　不飽和末端基を有する重合体と、水素化剤を反応させることを含む、請求項１～６のい
ずれか１項に記載の重合体の製造方法。
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